
総 務 部 

令和５年（２０２３年）６月２１日調製 

 

 

定例会提出予定案件資料 
 

 

                                ページ 

 １ 一般職の職員の給与に関する条例および 

   函館市会計年度任用職員の給与および費用弁償に関する条例の 

   一部を改正する条例の骨子 ････････････････････････････････ １～11 

 

 

 

 

 



１ 一般職の職員の給与に関する条例および函館市会計年度任用職員の

給与および費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の骨子 

 

 (1) 条例改正の理由 

   新型コロナウイルス感染症対策作業手当等を廃止するため 

 

 (2) 条例改正の内容 

  ア 一般職の職員の給与に関する条例の一部改正 

   (ｱ) 常勤職員に新型コロナウイルス感染症対策作業手当を支給す

ることを定めた条項を「削除」とする。（第１５条） 

   (ｲ) 新型コロナウイルス感染症対策作業手当は，時間外勤務手当，

夜間勤務手当または休日勤務手当を算定する際の基礎となる勤

務１時間当たりの給与額に含まれている（第２０条第３項）た

め，これを引用する文言を削る。（第１６条第１項，第１８条お

よび第１９条） 

   (ｳ) 新型コロナウイルス感染症対策作業手当が支給される作業に

係る勤務の場合の時間外勤務手当等を算定する際の基礎となる

勤務１時間当たりの給与額について，別に定めることとした本

規定を削る。（第２０条第３項） 

   (ｴ) 当月分を翌月の給料の支給日に支給する手当から，新型コロ

ナウイルス感染症対策作業手当を削る。（第２４条第２項）  

 

  イ 函館市会計年度任用職員の給与および費用弁償に関する条例の

一部改正 

   (ｱ) フルタイム会計年度任用職員について，常勤職員の新型コロ

ナウイルス感染症対策作業手当を定めた給与条例第１５条の規

定を準用していることから，これを削り（第２条および第６条

第１項），当月分を翌月の給料の支給日に支給する手当から，当
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該手当を削る。（第６条第３項） 

   (ｲ) フルタイム会計年度任用職員の勤務１時間当たりの給与額の

算出について，別に定めることとした本規定を削る。内容はア

(ｳ)に同じ。（第９条第２項） 

   (ｳ) パートタイム会計年度任用職員に新型コロナウイルス感染症

対策作業に係る報酬を支給することを定めた本規定を削る。内

容はア(ｱ)に同じ。（第１１条の２） 

   (ｴ) 新型コロナウイルス感染症対策作業に係る報酬は，時間外勤

務手当等を算定する際の基礎となる勤務１時間当たりの報酬額

に含まれている（第１９条第２項）ため，これを引用する文言

を削る。内容はア(ｲ)に同じ。（第１２条第１項，第１３条およ

び第１４条） 

   (ｵ) 当月分を翌月の給料の支給日に支給する報酬から，新型コロ

ナウイルス感染症対策作業に係る報酬を削る。（第１５条第１項） 

   (ｶ) パートタイム会計年度任用職員の勤務１時間当たりの報酬額

の算出について，別に定めることとした本規定を削る。内容は

ア(ｳ)に同じ。（第１９条第２項） 

 

 (3) 条例の施行期日 

   公布の日 
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一般職の職員の給与に関する条例 新旧対照表 

【第１条関係】 

 

現 行 改 正 案 

  

（給料） （給料） 

第２条 給料は，正規の勤務時間（職員の勤

務時間に関する条例（平成３年函館市条例

第３号。以下「勤務時間条例」という。）

第２条の規定による勤務時間をいう。以下

同じ。）による勤務に対する報酬であつて，

扶養手当，住居手当，地域手当，初任給調

整手当，通勤手当，単身赴任手当，新型コ

ロナウイルス感染症対策作業手当（第15条

第１項の規定により特殊勤務手当として支

給される新型コロナウイルス感染症対策作

業手当をいう。第20条第３項および第24条

第２項において同じ。），時間外勤務手当，

宿日直手当，夜間勤務手当，休日勤務手当，

管理職手当，管理職員特別勤務手当，期末

手当，勤勉手当および寒冷地手当を除いた

ものとする。 

第２条 給料は，正規の勤務時間（職員の勤

務時間に関する条例（平成３年函館市条例

第３号。以下「勤務時間条例」という。）

第２条の規定による勤務時間をいう。以下

同じ。）による勤務に対する報酬であつて，

扶養手当，住居手当，地域手当，初任給調

整手当，通勤手当，単身赴任手当，時間外

勤務手当，宿日直手当，夜間勤務手当，休

日勤務手当，管理職手当，管理職員特別勤

務手当，期末手当，勤勉手当および寒冷地

手当を除いたものとする。 

  

（新型コロナウイルス感染症対策作業手

当） 

 

第15条 当分の間，職員が次に掲げる作業に

従事したときは，特殊勤務手当として，新

型コロナウイルス感染症対策作業手当を支

給する。 

第15条 削除 

(1) 新型コロナウイルス感染症（病原体が

ベータコロナウイルス属のコロナウイル

ス（令和２年１月に，中華人民共和国か

ら世界保健機関に対して，人に伝染する

能力を有することが新たに報告されたも

のに限る。）であるものに限る。以下こ

の号および次号ならびに次項各号におい

て同じ。）の患者を収容する施設のうち

市長が定めるものの内部またはこれに準

ずる区域として市長が定めるものにおけ

る新型コロナウイルス感染症から市民の

生命および健康を保護するために緊急に

行われた措置に係る作業であつて市長が

定めるもの 

 

(2) 新型コロナウイルス感染症から市民の

生命および健康を保護するために行われ

た措置に係る作業（前号に掲げるものを

除く。）のうち，新型コロナウイルス感

染症の患者もしくはその疑いのある者に

接して行う作業またはこれに準ずる作業
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であつて，市長が定めるもの 

２ 前項の手当の額は，作業に従事した日１

日につき，次の各号に掲げる作業の区分に

応じ，当該各号に定める額とする。 

 

(1) 前項第１号の作業 3,000円（新型コロ

ナウイルス感染症の患者もしくはその疑

いのある者の身体に接触してまたはこれ

らの者に長時間にわたり接して行う作業

その他市長がこれに準ずると認める作業

に従事した場合にあつては，4,000円） 

 

(2) 前項第２号の作業 1,000円（新型コロ

ナウイルス感染症の患者またはその疑い

のある者の身体に接触して行う作業に長

時間にわたり従事した場合にあつては，

1,500円） 

 

３ 同一の日において，第１項各号の作業に

従事した場合には，同項第２号の作業に係

る手当は，支給しない。 

 

  

（時間外勤務手当） （時間外勤務手当） 

第16条 正規の勤務時間外に勤務を命ぜられ

た職員には，正規の勤務時間外に勤務した

全時間に対して，勤務１時間につき，第20

条第２項および第３項に規定する勤務１時

間当たりの給与額に正規の勤務時間外にし

た次に掲げる勤務の区分に応じてそれぞれ

100分の125から100分の150までの範囲内で

市長が定める割合（その勤務が午後10時か

ら翌日の午前５時までの間である場合に

は，その割合に100分の25を加算した割合）

を乗じて得た額を時間外勤務手当として支

給する。 

第16条 正規の勤務時間外に勤務を命ぜられ

た職員には，正規の勤務時間外に勤務した

全時間に対して，勤務１時間につき，第20

条第２項に規定する勤務１時間当たりの給

与額に正規の勤務時間外にした次に掲げる

勤務の区分に応じてそれぞれ100分の125か

ら100分の150までの範囲内で市長が定める

割合（その勤務が午後10時から翌日の午前

５時までの間である場合には，その割合に

100分の25を加算した割合）を乗じて得た額

を時間外勤務手当として支給する。 

(1)・(2) （略） (1)・(2) （略） 

２～６ （略） ２～６ （略） 

  

（夜間勤務手当） （夜間勤務手当） 

第18条 正規の勤務時間として，午後10時か

ら翌日の午前５時までの間に勤務する職員

には，その間に勤務した全時間に対して，

勤務１時間につき，第20条第２項および第

３項に規定する勤務１時間当たりの給与額

の100分の25を夜間勤務手当として支給す

る。 

第18条 正規の勤務時間として，午後10時か

ら翌日の午前５時までの間に勤務する職員

には，その間に勤務した全時間に対して，

勤務１時間につき，第20条第２項に規定す

る勤務１時間当たりの給与額の 100分の25

を夜間勤務手当として支給する。 

  

（休日勤務手当） （休日勤務手当） 

第19条 休日（勤務時間条例第２条第５項ま

たは第７項の規定に基づき毎日曜日が勤務

を要しない日と定められている職員以外の

職員にあつては，当該休日が同条第５項，

第７項および第８項の規定に基づく勤務を

第19条 休日（勤務時間条例第２条第５項ま

たは第７項の規定に基づき毎日曜日が勤務

を要しない日と定められている職員以外の

職員にあつては，当該休日が同条第５項，

第７項および第８項の規定に基づく勤務を
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要しない日に当たるときは，規則で定める

日）において，正規の勤務時間中に勤務す

ることを命ぜられた職員には，正規の勤務

時間中に勤務した全時間に対して，勤務１

時間につき，第20条第２項および第３項に

規定する勤務１時間当たりの給与額に100

分の125から100分の150までの範囲内で市

長が定める割合を乗じて得た額を休日勤務

手当として支給する。ただし，休日休暇条

例第２条第３項の規定により当該休日以外

の日の勤務を免除された者には，支給しな

い。 

要しない日に当たるときは，規則で定める

日）において，正規の勤務時間中に勤務す

ることを命ぜられた職員には，正規の勤務

時間中に勤務した全時間に対して，勤務１

時間につき，第20条第２項に規定する勤務

１時間当たりの給与額に 100分の 125から

100分の150までの範囲内で市長が定める割

合を乗じて得た額を休日勤務手当として支

給する。ただし，休日休暇条例第２条第３

項の規定により当該休日以外の日の勤務を

免除された者には，支給しない。 

  

（勤務１時間当たりの給与額の算出） （勤務１時間当たりの給与額の算出） 

第20条 （略） 第20条 （略） 

２ （略） ２ （略） 

３ 前項の規定にかかわらず，時間外勤務手

当，夜間勤務手当または休日勤務手当が支

給される勤務が新型コロナウイルス感染症

対策作業手当が支給される勤務である場合

における第16条，第18条または第19条に規

定する勤務１時間当たりの給与額は，市長

が別に定めるところにより算定した額とす

る。 

（削る） 

  

（扶養手当等の支給期日） （扶養手当等の支給期日） 

第24条 （略） 第24条 （略） 

２  新型コロナウイルス感染症対策作業手

当，時間外勤務手当，宿日直手当，夜間勤

務手当，休日勤務手当および管理職員特別

勤務手当は，当月分を翌月の給料の支給日

に支給する。ただし，市長が特別の事情が

あると認めるときは，支給期日を変更し，

または分割して支給することができる。 

２ 時間外勤務手当，宿日直手当，夜間勤務

手当，休日勤務手当および管理職員特別勤

務手当は，当月分を翌月の給料の支給日に

支給する。ただし，市長が特別の事情があ

ると認めるときは，支給期日を変更し，ま

たは分割して支給することができる。 

３ （略） ３ （略） 
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函館市会計年度任用職員の給与および費用弁償に関する条例 新旧対照表 

【第２条関係】 

 

現 行 改 正 案 

  

（定義） （定義） 

第２条 この条例において「給与」とは，法

第22条の２第１項第２号に掲げる職員（以

下「フルタイム会計年度任用職員」という。）

にあっては給料，地域手当，通勤手当，新

型コロナウイルス感染症対策作業手当（第

６条第１項において準用する一般職の職員

の給与に関する条例（昭和26年函館市条例

第15号。以下「給与条例」という。）第15

条第１項の規定により特殊勤務手当として

支給される新型コロナウイルス感染症対策

作業手当をいう。第６条第３項および第９

条第２項において同じ。），時間外勤務手

当，宿日直手当，夜間勤務手当，休日勤務

手当および期末手当をいい，同項第１号に

掲げる職員（以下「パートタイム会計年度

任用職員」という。）にあっては報酬およ

び期末手当をいう。 

第２条 この条例において「給与」とは，法

第22条の２第１項第２号に掲げる職員（以

下「フルタイム会計年度任用職員」という。）

にあっては給料，地域手当，通勤手当，時

間外勤務手当，宿日直手当，夜間勤務手当，

休日勤務手当および期末手当をいい，同項

第１号に掲げる職員（以下「パートタイム

会計年度任用職員」という。）にあっては

報酬および期末手当をいう。 

  

（フルタイム会計年度任用職員の給料の支

給） 

（フルタイム会計年度任用職員の給料の支

給） 

第５条 給与条例第５条および第６条の規定

は，フルタイム会計年度任用職員について

準用する。この場合において，給与条例第

６条第４項中「勤務時間条例第２条第５項，

第７項および第８項の規定に基づく勤務を

要しない日」とあるのは，「当該フルタイ

ム会計年度任用職員について定められた勤

務を要しない日」と読み替えるものとする。 

第５条  一般職の職員の給与に関する条例

（昭和26年函館市条例第15号。以下「給与

条例」という。）第５条および第６条の規

定は，フルタイム会計年度任用職員につい

て準用する。この場合において，同条第４

項中「勤務時間条例第２条第５項，第７項

および第８項の規定に基づく勤務を要しな

い日」とあるのは，「当該フルタイム会計

年度任用職員について定められた勤務を要

しない日」と読み替えるものとする。 

  

（フルタイム会計年度任用職員の地域手当

等） 

（フルタイム会計年度任用職員の地域手当

等） 

第６条 給与条例第12条の３，第13条，第13

条の２，第15条および第16条（第２項を除

く。）から第19条までの規定は，フルタイ

ム会計年度任用職員について準用する。こ

の場合において，必要な技術的読替えは，

市長が別に定める。 

第６条 給与条例第12条の３，第13条，第13

条の２および第16条（第２項を除く。）か

ら第19条までの規定は，フルタイム会計年

度任用職員について準用する。この場合に

おいて，必要な技術的読替えは，市長が別

に定める。 

２ （略） ２ （略） 

３  新型コロナウイルス感染症対策作業手

当，時間外勤務手当，宿日直手当，夜間勤

３ 時間外勤務手当，宿日直手当，夜間勤務

手当および休日勤務手当は，当月分を翌月
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務手当および休日勤務手当は，当月分を翌

月の給料の支給日（市長が別に定める場合

に支給する新型コロナウイルス感染症対策

作業手当，時間外勤務手当にあっては，別

に定める日）に支給する。ただし，市長が

特別の事情があると認めるときは，支給期

日を変更し，または分割して支給すること

ができる。 

の給料の支給日（市長が別に定める場合に

支給する時間外勤務手当にあっては，別に

定める日）に支給する。ただし，市長が特

別の事情があると認めるときは，支給期日

を変更し，または分割して支給することが

できる。 

  

（フルタイム会計年度任用職員の給与の減

額） 

（フルタイム会計年度任用職員の給与の減

額） 

第７条 フルタイム会計年度任用職員が定め

られた勤務時間中に勤務しないときは，別

に定めるところにより任命権者が指定する

時間または任命権者が定める休日である場

合，有給休暇による場合その他その勤務し

ないことにつき特に承認のあった場合を除

き，その勤務しない１時間につき第９条第

３項に規定する勤務１時間当たりの給与額

を減額した給与を支給する。 

第７条 フルタイム会計年度任用職員が定め

られた勤務時間中に勤務しないときは，別

に定めるところにより任命権者が指定する

時間または任命権者が定める休日である場

合，有給休暇による場合その他その勤務し

ないことにつき特に承認のあった場合を除

き，その勤務しない１時間につき第９条第

２項に規定する勤務１時間当たりの給与額

を減額した給与を支給する。 

  

（フルタイム会計年度任用職員の勤務１時

間当たりの給与額の算出） 

（フルタイム会計年度任用職員の勤務１時

間当たりの給与額の算出） 

第９条 （略） 第９条 （略） 

２ 前項の規定にかかわらず，時間外勤務手

当，夜間勤務手当または休日勤務手当が支

給される勤務が新型コロナウイルス感染症

対策作業手当が支給される勤務である場合

における第６条第１項において準用する給

与条例第16条，第18条または第19条に規定

する勤務１時間当たりの給与額は，市長が

別に定めるところにより算定した額とす

る。 

（削る） 

３ 第７条に規定する勤務１時間当たりの給

与額は，給料月額およびこれに対する地域

手当の月額の合計額に12を乗じ，その額を

１週間当たりの勤務時間に52を乗じたもの

で除して得た額とする。 

２ （略） 

  

（パートタイム会計年度任用職員の報酬） （パートタイム会計年度任用職員の報酬） 

第11条 パートタイム会計年度任用職員の報

酬（次条に規定する報酬を除く。次項から

第４項までにおいて同じ。）の額は，月額，

日額または時間額（時間を単位とする.額を

いう。以下同じ。）で定めるものとする。 

第11条 パートタイム会計年度任用職員の報

酬の額は，月額，日額または時間額（時間

を単位とする額をいう。以下同じ。）で定

めるものとする。 

２～５ （略） ２～５ （略） 

  

（パートタイム会計年度任用職員の新型コ

ロナウイルス感染症対策作業に係る報酬） 

 

第11条の２ 当分の間，次に掲げる作業に従 （削る） 
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事したパートタイム会計年度任用職員に

は，給与条例第15条第２項および第３項の

規定の例により算定して得た額を報酬とし

て支給する。 

(1) 新型コロナウイルス感染症（病原体が

ベータコロナウイルス属のコロナウイル

ス（令和２年１月に，中華人民共和国か

ら世界保健機関に対して，人に伝染する

能力を有することが新たに報告されたも

のに限る。）であるものに限る。以下こ

の号および次号において同じ。）の患者

を収容する施設のうち市長が定めるもの

の内部またはこれに準ずる区域として市

長が定めるものにおける新型コロナウイ

ルス感染症から市民の生命および健康を

保護するために緊急に行われた措置に係

る作業であって市長が定めるもの 

 

(2) 新型コロナウイルス感染症から市民の

生命および健康を保護するために行われ

た措置に係る作業（前号に掲げるものを

除く。）のうち，新型コロナウイルス感

染症の患者もしくはその疑いのある者に

接して行う作業またはこれに準ずる作業

であって，市長が定めるもの 

 

  

（パートタイム会計年度任用職員の時間外

勤務に係る報酬） 

（パートタイム会計年度任用職員の時間外

勤務に係る報酬） 

第12条 当該パートタイム会計年度任用職員

について定められた勤務時間（以下「正規

の勤務時間」という。）以外の時間に勤務

することを命ぜられたパートタイム会計年

度任用職員には，正規の勤務時間以外の時

間に勤務した全時間に対して，勤務１時間

につき，第19条第１項および第２項に規定

する勤務１時間当たりの報酬額に正規の勤

務時間以外の時間にした次に掲げる勤務の

区分に応じてそれぞれ 100分の125から100

分の150までの範囲内で市長が定める割合

（その勤務が午後10時から翌日の午前５時

までの間である場合は，その割合に100分の

25を加算した割合）を乗じて得た額を報酬

として支給する。ただし，正規の勤務時間

が割り振られた日において，正規の勤務時

間以外の時間にした勤務のうち，その勤務

の時間とその勤務をした日における正規の

勤務時間との合計が７時間45分に達するま

での間の勤務については，同項に規定する

勤務１時間当たりの報酬額に 100分の 100

（その勤務が午後10時から翌日の午前５時

までの間である場合は，100分の125）を乗

第12条 当該パートタイム会計年度任用職員

について定められた勤務時間（以下「正規

の勤務時間」という。）以外の時間に勤務

することを命ぜられたパートタイム会計年

度任用職員には，正規の勤務時間以外の時

間に勤務した全時間に対して，勤務１時間

につき，第19条第１項に規定する勤務１時

間当たりの報酬額に正規の勤務時間以外の

時間にした次に掲げる勤務の区分に応じて

それぞれ100分の125から100分の150までの

範囲内で市長が定める割合（その勤務が午

後10時から翌日の午前５時までの間である

場合は，その割合に100分の25を加算した割

合）を乗じて得た額を報酬として支給する。

ただし，正規の勤務時間が割り振られた日

において，正規の勤務時間以外の時間にし

た勤務のうち，その勤務の時間とその勤務

をした日における正規の勤務時間との合計

が７時間45分に達するまでの間の勤務につ

いては，同項に規定する勤務１時間当たり

の報酬額に100分の100（その勤務が午後10

時から翌日の午前５時までの間である場合

は，100分の125）を乗じて得た額を報酬と
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じて得た額を報酬として支給する。 して支給する。 

(1)・(2) （略） (1)・(2) （略） 

２ （略） ２ （略） 

  

（パートタイム会計年度任用職員の夜間勤

務に係る報酬） 

（パートタイム会計年度任用職員の夜間勤

務に係る報酬） 

第13条 正規の勤務時間として，午後10時か

ら翌日の午前５時までの間に勤務するパー

トタイム会計年度任用職員（市長が別に定

める職員を除く。）には，その間に勤務し

た全時間に対して，勤務１時間につき，第

19条第１項および第２項に規定する勤務１

時間当たりの報酬額の 100分の25を報酬と

して支給する。 

第13条 正規の勤務時間として，午後10時か

ら翌日の午前５時までの間に勤務するパー

トタイム会計年度任用職員（市長が別に定

める職員を除く。）には，その間に勤務し

た全時間に対して，勤務１時間につき，第

19条第１項に規定する勤務１時間当たりの

報酬額の100分の25を報酬として支給する。 

  

（パートタイム会計年度任用職員の休日勤

務に係る報酬） 

（パートタイム会計年度任用職員の休日勤

務に係る報酬） 

第14条 任命権者が定める休日において，正

規の勤務時間中に勤務することを命ぜられ

たパートタイム会計年度任用職員には，正

規の勤務時間中に勤務した全時間に対し

て，勤務１時間につき，第19条第１項およ

び第２項に規定する勤務１時間当たりの報

酬額に100分の125から100分の150までの範

囲内で市長が定める割合を乗じて得た額を

報酬として支給する。ただし，任命権者が

別に定めるところにより当該休日以外の日

の勤務を免除された者には，支給しない。 

第14条 任命権者が定める休日において，正

規の勤務時間中に勤務することを命ぜられ

たパートタイム会計年度任用職員には，正

規の勤務時間中に勤務した全時間に対し

て，勤務１時間につき，第19条第１項に規

定する勤務１時間当たりの報酬額に100分

の125から100分の150までの範囲内で市長

が定める割合を乗じて得た額を報酬として

支給する。ただし，任命権者が別に定める

ところにより当該休日以外の日の勤務を免

除された者には，支給しない。 

  

（パートタイム会計年度任用職員の報酬の

支給） 

（パートタイム会計年度任用職員の報酬の

支給） 

第15条 報酬は，月額で報酬を定めるパート

タイム会計年度任用職員の場合にあっては

当月分を毎月21日（第11条の２から前条ま

でに規定する報酬にあっては，翌月21日）

に支給し，日額または時間額で報酬を定め

るパートタイム会計年度任用職員の場合に

あっては前月11日から当月10日までにおけ

るその者の勤務日数または勤務時間に応じ

た報酬を当月21日に支給する。 

第15条 報酬は，月額で報酬を定めるパート

タイム会計年度任用職員の場合にあっては

当月分を毎月21日（第12条から前条までに

規定する報酬にあっては，翌月21日）に支

給し，日額または時間額で報酬を定めるパ

ートタイム会計年度任用職員の場合にあっ

ては前月11日から当月10日までにおけるそ

の者の勤務日数または勤務時間に応じた報

酬を当月21日に支給する。 

２～６ （略） ２～６ （略） 

  

（パートタイム会計年度任用職員の報酬の

減額） 

（パートタイム会計年度任用職員の報酬の

減額） 

第17条 月額で報酬を定めるパートタイム会

計年度任用職員が正規の勤務時間中に勤務

しないときは，別に定めるところにより任

命権者が指定する時間または任命権者が定

める休日である場合，有給休暇による場合

その他その勤務しないことにつき特に承認

第17条 月額で報酬を定めるパートタイム会

計年度任用職員が正規の勤務時間中に勤務

しないときは，別に定めるところにより任

命権者が指定する時間または任命権者が定

める休日である場合，有給休暇による場合

その他その勤務しないことにつき特に承認
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のあった場合を除き，その勤務しない１時

間につき第19条第３項第１号に規定する勤

務１時間当たりの報酬額を減額した報酬を

支給する。 

のあった場合を除き，その勤務しない１時

間につき第19条第２項第１号に規定する勤

務１時間当たりの報酬額を減額した報酬を

支給する。 

２ 日額で報酬を定めるパートタイム会計年

度任用職員が正規の勤務時間中に勤務しな

いときは，別に定めるところにより任命権

者が指定する時間または任命権者が定める

休日である場合，有給休暇による場合その

他その勤務しないことにつき特に承認のあ

った場合を除き，その勤務しない１時間に

つき第19条第３項第２号に規定する勤務１

時間当たりの報酬額を減額した報酬を支給

する。 

２ 日額で報酬を定めるパートタイム会計年

度任用職員が正規の勤務時間中に勤務しな

いときは，別に定めるところにより任命権

者が指定する時間または任命権者が定める

休日である場合，有給休暇による場合その

他その勤務しないことにつき特に承認のあ

った場合を除き，その勤務しない１時間に

つき第19条第２項第２号に規定する勤務１

時間当たりの報酬額を減額した報酬を支給

する。 

３ 時間額で報酬を定めるパートタイム会計

年度任用職員が正規の勤務時間中に勤務し

ないときは，別に定めるところにより任命

権者が指定する時間または任命権者が定め

る休日である場合，有給休暇による場合そ

の他その勤務しないことにつき特に承認の

あった場合を除き，その勤務しない１時間

につき第19条第３項第３号に規定する勤務

１時間当たりの報酬額を減額した報酬を支

給する。 

３ 時間額で報酬を定めるパートタイム会計

年度任用職員が正規の勤務時間中に勤務し

ないときは，別に定めるところにより任命

権者が指定する時間または任命権者が定め

る休日である場合，有給休暇による場合そ

の他その勤務しないことにつき特に承認の

あった場合を除き，その勤務しない１時間

につき第19条第２項第３号に規定する勤務

１時間当たりの報酬額を減額した報酬を支

給する。 

  

（パートタイム会計年度任用職員の勤務１

時間当たりの報酬額の算出） 

（パートタイム会計年度任用職員の勤務１

時間当たりの報酬額の算出） 

第19条 （略） 第19条 （略） 

２ 前項の規定にかかわらず，時間外勤務に

係る報酬，夜間勤務に係る報酬または休日

勤務に係る報酬が支給される勤務が新型コ

ロナウイルス感染症対策作業に係る報酬が

支給される勤務である場合における第12条

から第14条までに規定する勤務１時間当た

りの報酬額は，市長が別に定めるところに

より算定した額とする。 

（削る） 

３ 第17条に規定する勤務１時間当たりの報

酬額は，次の各号に掲げる場合の区分に応

じ，当該各号に定める額とする。 

２ （略） 

(1)～(3) （略） (1)～(3) （略） 
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職員の育児休業等に関する条例 新旧対照表 

【附則第２項関係】 

 

現 行 改 正 案 

  

（部分休業をしている職員の給与の取扱

い） 

（部分休業をしている職員の給与の取扱

い） 

第19条 職員が部分休業の承認を受けて勤務

しない場合には，給与条例第14条または会

計年度任用職員給与等条例第７条もしくは

第17条の規定にかかわらず，その勤務しな

い１時間につき，給与条例第20条第１項ま

たは会計年度任用職員給与等条例第９条第

２項もしくは第19条第３項に規定する勤務

１時間当たりの給与額または勤務１時間当

たりの報酬額を減額した給与を支給する。 

第19条 職員が部分休業の承認を受けて勤務

しない場合には，給与条例第14条または会

計年度任用職員給与等条例第７条もしくは

第17条の規定にかかわらず，その勤務しな

い１時間につき，給与条例第20条第１項ま

たは会計年度任用職員給与等条例第９条第

２項もしくは第19条第２項に規定する勤務

１時間当たりの給与額または勤務１時間当

たりの報酬額を減額した給与を支給する。 
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